
 

 

 

 

 

 

 

 

企画展から、六ヶ所村で発掘された縄文時代の遺跡から読み取れる、 

当時の様子や縄文人の思いを時代区分ごとに７つのメッセージとして、 

ご紹介します。縄文早期からのメッセージ３です。 

 

 

六ヶ所村立郷土館通信 
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大型住居跡が見つかる！定住化とムラの形成？ 

六ヶ所村の魅力を発掘・発見・発信！ 

開館 30周年記念企画展  

～1 万年にわたる六ヶ所村の縄文遺跡群～ 

 

 

 

第 108号竪穴住居跡 

縄文時代は、狩猟
しゅりょう

・採集
さいしゅう

・漁労
ぎょろう

など

をして、移動する生活をしていたと考

えられていましたが、表
おもて

舘
だて

（1）遺跡

から、約 7,000 年前の大型
おおがた

住居
じゅうきょ

跡
あと

が

見つかったことから、定住化していた

のではないかと考えらます。 

また、この住居は、２回増築
ぞうちく

された

跡が見られ、共同作業場や共同生活の

場だと考えられています。 

第 108 号住居跡 

小型住居跡 

土坑
ど こ う

墓群
ぼ ぐ ん

 

表舘（１）遺跡 

第 108号竪穴住居跡の復元住居 

航空写真：青森県教委 1990『図説 ふるさと青森の歴史 大地から甦った祖先の足跡 総括編』

p31 実 測 図：青森県埋蔵文化財調査報告書より第 120集 p134 より 


